
■改修工事共通事項

・本工事は既存校舎棟、屋体棟の改修工事とし工事内容・仕様は下記による。

　の責務に於いて施工にあたる事。

・工事にあたり既存各建物の埋設・隠蔽配管、工事障害物等の調査を十分に行い施工計画書を作成の上、取り合い等不明な部分については監督職員及び工事監理者と十分協議し施工者

■屋根改修工事仕様

○アルスター鋼板折板屋根改修

○屋根防水改修

・ステンレス防水部改修：既存ステンレス防水（断熱材共）撤去・処分の上、改質アスファルト外断熱防水（日新工業㈱ＭＳＣ－２２０程度）にて全面改修を行う。

・ゴムアスシート防水部改修：既存ゴムアスシート防水撤去・処分の上、改質アスファルト露出防水（日新工業㈱ＭＳＡ－１１０程度）にて全面改修を行う。

・防水改修部分のアルミ笠木・アルミアングルは撤去・処分の上新規アルミ笠木に改修を行う。

・塩ビシート防水部改修：既存塩ビシート防水撤去・処分の上、改質アスファルト露出防水（日新工業㈱ＭＳＣ－１１０程度）にて全面改修を行う。

・既存外壁アルスター鋼板折板及び木片セメント板サイディング（下地鉄骨胴縁共）撤去の上、押出成形セメント板張りへ改修を行う。取付アングルの後施工アンカーは金属系

・既存サッシアルミ水切及びアルスター鋼板三方枠は全て撤去・処分し、新規にアルミ水切及びアルミ三方枠の取り付けを行う。

・押出成形セメント板の目地及び金物取り合いシーリングは変成シリコーン（２成分形）とする。

○シーリング改修

○基礎根廻り改修

○押出成形セメント板改修（アスロック縦張りフラット 光触媒塗装品ルミセラコート程度）

　アンカーとしアンカー施工後の確認試験は「公共建築改修工事標準仕様書」８．１１．５による。

・サッシ廻り、水切は既存シーリング撤去の上、変成シリコーン（２成分形）打ち替えとする。

■非飛散型アスベスト除去改修工事仕様

■吊天井耐震補強改修工事仕様

○文部科学省の天井等落下防止対策の一層の推進に基づく吊天井耐震補強

　クリップ・ハンガー等の接合金物：ねじ止め等により緊結。

　吊りボルト・ブレース等の配置：吊りボルト１本／㎡、基準に従って算定されるブレース補強

　設計用地震力（水平方向）：最大２．２Ｇ

●電気設備改修工事
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◇電気設備改修工事の内容は下記とし改修工事の詳細は電気設備図面による。

◆受変電設備　◆幹線動力設備　◆電灯・コンセント設備　◆インターホン設備　◆拡声設備　◆自動火災報知設備　◆誘導支援設備　◆自家発電設備　◆自動火災報知設備

●機械設備改修工事 ◇機械設備改修工事の内容は下記とし改修工事の詳細は機械設備図面による。

◆暖冷房機器設備　◆暖冷房配管　◆貯油槽設備　◆自動制御設備　◆換気設備　◆衛生器具設備　◆給水設備　◆給湯設備　◆排水設備　◆ガス設備改修

波型亜鉛鉄板仮囲いＨ＝１．８ｍ 延長４１５ｍ

キャスターゲートＷ６ｍ×Ｈ１．８ｍ

配置・仮設計画図　S=1/700

配置・仮設計画図､付近見取図､改修工事共通事項､工事内容､工事仕様

■工事内容・工事仕様

●アスベスト含有建材撤去工事（アスベスト調査結果による撤去指示の非飛散型石綿の取り扱いは下記に従い適正に撤去処分を行う事）

非飛散型石綿の取扱い

１．事前調査　　　解体前に石綿等の使用の有無を調査・記録すること。

２．作業計画　　　石綿等が使用されている建築物の解体等の作業を行うときは、あらかじめ以下の事項を示した作業計画を定め、その計画により作業を行うとともに、労働者に周知させること。

　　　　　　　　　①　作業の方法及び順序　　②　石綿等の粉じんの飛散を防止し、又は抑制する方法　　③　作業を行う労働者への石綿等の粉じんのばく露を防止する方法

３．保護具等　　（１）石綿等を含む建材等の解体をするときは、労働者に呼吸用保護具（防塵マスク）、作業衣又は保護衣を使用させること。

　　　　　　　　（２）保護具等は、他の衣服から隔離して保管し、廃棄のために容器等の梱包したとき以外付着したものを除去した跡でなければ作業場以外に持ち出してはいけない。

４．湿 潤 化　　　石綿を含む建材等の解体等をするときは、それらを湿潤なものとすること。

５．立ち入り禁止　石綿を使用した建築物等の解体等の作業において、関係者以外の者が立ち入ることを禁止し、その旨を表示すること。

６．呼吸用保護具　・送気マスク等給気式呼吸用保護具　　・防塵マスク（国家検定に合格したもの）　　・ＪＩＳ　Ｔ８１５７に適合した面体形及びフード形の電動ファン付き粉じん用呼吸用保護具

非飛散型石綿の撤去・集積・積込・運搬・処分方法

　１．　内部の石綿含有材料の撤去は、建具・その他材料の撤去にさきがけて行うこと。 　４．　原則として、手ばらしとする。

　２．　外部の石綿含有材料の撤去は、建物の周りを建物高さ＋1.5ｍでシート養生すること。 　５．　運搬時はシート等で覆い、飛散防止に努めること。

　３．　屋根下地が石綿含有材料の場合、鉄板・下地共、手ばらしとし、できる限り湿潤な状態で撤去すること。

※注１：上記の他、石綿を含む材料の除去作業・処理方法・集積・運搬・処分方法については、「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）平成２５年版」、及び「労働安全衛生法　石綿障害予防規則」に基づき行うこと。

※注２：石綿を含む材料の除去作業は、工事前・中・後に浮遊石綿粉塵濃度測定を行うこと。

　（ＳＧコートトップクリアー程度）仕上を行う。

・既存外壁塗装を全面サンダー掛けにて除去し、高圧水洗浄にて下地清掃・吹付下地調整（Ｃ－１）、防水形弾性複層塗材Ｅ（アクリルタイルゆず肌）の上光触媒トップコート

○既存コンクリート面塗装改修

・本工事に先立ち以下の既存躯体調査を実施する事。尚、調査エリア及び抜き取り場所等については監督員及び工事監理者と協議の上実施する事。

コンクリートコア採取（圧縮強度試験・中性化試験）：校舎棟７エリア×２ヵ所＝１４ヵ所　※コア抜き跡は無収縮モルタル充填復旧とする。

柱・梁・壁超音波鉄筋探査：校舎棟７エリア×３ヵ所＝２１所

・工期間中の安全対策については学童の登下校、学校職員の通勤及び来校者・近隣住民へ危険が及ばない様十分配慮した安全計画行う事。また資機材の搬出入及び撤去廃材の場外搬出時

　には随時交通誘導員を配置し安全誘導を行う事。

・工事手順については、監督員・学校職員及び工事監理者と十分ローリング計画を協議し出来るだけ授業に支障のない工程計画を行う事。

　また、夏休み・冬休み期間の工事及び工事内容についても全体工程計画の中で十分配慮する事。

・既存モルタル仕上げの上モルタル金ごてｧ20仕上とする。（既存モルタルの浮き・破損箇所は撤去の上補修する）

◇内部改修工事（改修内容・改修室の詳細は仕上表・図面特記による）

　クリアランス：ブレース強度検討書を作成し天井の変位、建物の層間変形を考慮し工事監理者と協議の上施工する

・別途アスベスト調査によって含有が確認された成形板の外壁木片セメント板サイディングｧ12及び軒天珪酸カルシュウム板ｧ6及び内部天井仕上材を非飛散型石綿の取扱いに基

　づき改修を行う。

・折板屋根材は鋼板保証１０年、システム工法保証（責任施工）３年とする。

■既存便所改修及び２階便所新設改修工事

○既存校舎棟生徒用便所、職員用便所、屋体棟生徒用便所の和式大便器を洋式便器に改修する。改修内容は図面特記による。

■既存調理室改修工事

○既存調理機器を都市ガスからＬＰＧ対応の機器への入替え及びＬＰＧ対応改修を行う。入替え及び改修機器の詳細は図面特記による。

○天井仕上材撤去の上図面特記による天井改修を行う。

○調理室内の既存便所（現状洗濯機置場）に様式便器を設置し、洗濯機パンの新設を行う。詳細は図面特記による。

■その他内部改修工事

○仕上表及び図面特記部分の内装改修工事を行う。

　出は図面特記によるが、図面指示部分の軒母屋をＣ-100×50×2.3鋼材にてボルト接合し補強を行う。

・既存折板屋根下地の上、カラーガルバリュウム鋼板カバー工法（元旦ビューティルーフＬ１００ｧ0.8断熱二重葺き工法）にて全面葺き替えを行う。改修カバー工法折板軒の

・防水改修部分のルーフドレインは、改修用ステンレスドレイン（開發㈱ＯＫドレインＳ－Ｋ－Ｒ程度）に取替え改修を行う。

キャスターゲートＷ６ｍ×Ｈ１．８ｍ

鉄板6.0M×1.5M×61枚

プラ敷板2.4M×1.2M×50枚
○コンクリート壁面クラック処理

・外壁面のクラックを低圧自動エポキシ樹脂注入処理（シリンダー工法）を行う。

・外壁面のクラックをＵカットポリマーセメント充填（ＲＦ工法程度）を行う。

○コンクリート外壁露出鉄筋処理

・外壁面の鉄筋露出部分はコンクリートはつり撤去・防錆処理の上、ポリマーセメント（ＲＦ工法程度）にて補修成形する。

・外部足場組・既存塗膜サンダー掛け除去後に外壁全面打診調査を行いコンクリートの浮き面・クラック幅・長さをマーキングし、調査結果報告書を監督職員及び工事監理者に

　提出し改修範囲を協議の上施工すること。

■コンクリート打放し部外壁改修工事仕様

◇外部改修工事（校舎棟）　

（≒５５.１ｍ）

（≒０.９ｍ）

（≒１０ヵ所）L=200

・外壁欠損部は樹脂モルタルにて成形を行う。・外壁モルタル浮き部はエポキシ樹脂(プラグ注入)を行う。

・図示範囲の天井の補強部位及び補強は下記による。
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会社 汎 建 築 設 計 事 務 所 １級建築士大臣登録　第 ７５２８５号 事 面 面
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鈴　　木　 　誠　　一 尺付

秋田市保戸野すわ町１４－２３ ＴＥＬ　０１８-８６２－３４４９ ＦＡＸ　０１８-８６２－３２８９ 称 称 号
1

（A1）

（A3）

工 図 図

400

200

Ａ

凡　例

内部養生範囲

男子便所１

女子便所１

女子便所２

男子便所２

男
子
便
所
３

女
子
便
所
３

多目的

調理員便所

男
子
便
所
４

女
子
便
所
４

７改 修 　 １ 階 平 面 図

＊

＊
断面切断場所を表す

Ｈ２９．３ 飯 田 川 小 学 校 大 規 模 改 修 工 事
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一級建築士事務所 秋田県知事登録　第14-10A-1059号

1株式 日 縮
会社 汎 建 築 設 計 事 務 所 １級建築士大臣登録　第 ７５２８５号 事 面 面

番名 名
鈴　　木　 　誠　　一 尺付

秋田市保戸野すわ町１４－２３ ＴＥＬ　０１８-８６２－３４４９ ＦＡＸ　０１８-８６２－３２８９ 称 称 号
1

（A1）

（A3）

工 図 図

400

200

Ａ

Ａ

既存ゴムアスファルトシート防水の上改質アスファルト露出防水

既存屋根の上カラーガルバリュウム鋼板ｧ0.8（ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑｧ4裏打ち）
カバー工法ビューティールーフL-100程度葺き（ｸﾞﾗｽｳｰﾙ16Kｧ100充填）

Ｂ

凡　例

Ｄ アルミ笠木新設　Ｗ＝４００

Ｅ

Ｆ

同　上　Ｗ＝３７５

同　上　Ｗ＝２３０

Ａ

Ｂ

Ｂ

560850

2
5
0

Ｄ

RD

RDRD

RD

RD RD RD

RD

RD

RD

ＲＤ 既存ルーフドレイン：改修用ＳＵＳドレインに改修

男
子
便
所
５

女
子
便
所
５

９改 修 　 ２ 階 平 面 図 ・ 屋 根 伏 図

内部養生範囲

断面切断場所を表す
＊

＊

ＪＪ

ビニル巾木Ｈ＝１００新設

ＬＧＳ壁下地Ｗ＝６５石膏ボードｧ12.5の上掲示クロス張り（両面）

間仕切り壁新設

新規書棚Ｗ８７５×Ｈ１８９５×Ｄ３８５

Ｈ２９．３ 飯 田 川 小 学 校 大 規 模 改 修 工 事



図図工

号称称ＦＡＸ　０１８-８６２－３２８９ＴＥＬ　０１８-８６２－３４４９秋田市保戸野すわ町１４－２３
付 尺鈴　　木　 　誠　　一

名名 番

面面事１級建築士大臣登録　第 ７５２８５号汎 建 築 設 計 事 務 所会社
縮日株式

一級建築士事務所 秋田県知事登録　第14-10A-1059号 Ａ
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配膳室

下膳室

牛乳保冷庫

配膳棚

配膳棚

配膳棚

フライヤー

洗浄消毒器

電気式保管庫

洗浄機

ガス回転釜

ガス回転釜 ガス回転釜

スチームコンベク
ションオーブン 洗米シンク

ガス立体
炊飯器

ガス立体
炊飯器

網棚（靴置）

検食用
冷凍庫

検食用
冷凍庫

冷凍冷蔵庫

作業台
一槽シンク

野菜裁断機 シンク付ピーラー

ガスボイラー

貯湯式

撤去（機械設備工事）

ガス回転釜フード：W5500×D1600×H980脱着

スチコン・炊飯器フード：W3200×D1300×H1000脱着

フード：W650×D650×H600脱着

洗浄機フード：W2000×D1200×H1000脱着

34

34

配膳棚 配膳棚

34 34

32

33

水切台

31
30

電気式保管庫21
殺菌庫

包丁まな板

スノコ棚 作業台 二槽シンク28 27

電気式保管庫26

25 24 23 22 7 6 5 4

3

一槽シンク

作業台 作業台14 12

15
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9

10

11

1 1

検収台 検収台

スチール製棚

スチール製棚

2

2

上部トップライト 上部吸気ガラリ

上部トップライト

21,000 7,000

7,000 7,000 7,000 4,000 3,000

2,200 1,800

X5 X9X8X7X6

4,500 16,500

5,000 16,000

5,840 1,160 5,840 5805801,005 2,840 655 2,500

500 2,000

925 3,000 120 860 95 2,000

5,000 16,000

7,000 7,000 7,000

注記：天井仕上材改修に伴う既存フードの脱着は機械設備工事による

改 修 平 面 詳 細 図

特 記 事 項
電気（50Hz）kW

三相200V単相200V単相100VkW口径

ガス（LPG）

数

台

排水

配管接続口径（Ａ）

給湯給水HDW

規　格　寸　法 機器

重量
型　　　　　式No 品　　　　　　名

既存ガス回転釜撤去処分　KGST-30 Φ920×H1220 120kg/台

既存ガス回転釜撤去処分　KGST-30 Φ920×H1220 120kg/台

既存再使用

既存再使用

既存再使用

既存撤去処分（ガス給湯器へ更新 機械設備工事）

既存再使用

既存再使用

既存再使用

既存再使用

既存再使用

既存再使用

既存再使用

既存再使用

既存再使用

既存再使用

既存再使用

既存再使用

既存機器都市ガス→ＬＰＧ対応へ改修

既存再使用

既存機器都市ガス→ＬＰＧ対応へ改修

既存再使用

既存再使用

既存再使用

既存再使用

既存再使用

既存再使用

既存再使用

既存再使用

既存再使用

既存丸型一槽フライヤー撤去処分　W900×D900×H810 100kg/台
機器入替え

既存ガス立体炊飯器撤去処分 CRA-K9 W740×D575×H1400 180kg/台

既存ガス立体炊飯器撤去処分 CRA-K9 W740×D575×H1400 180kg/台
機器入替え　早切防止機能＝炊飯制御タイマー、釜底温度センサー

機器入替え　早切防止機能＝炊飯制御タイマー、釜底温度センサー
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6
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1 既存　検収台

既存　スチール製棚

既存　貯湯式ガスボイラー

既存　シンク付ピーラー

既存　野菜裁断機

既存　一槽シンク

既存　冷凍冷蔵庫

既存　作業台

既存　検食用冷凍庫

既存　検食用冷凍庫

既存　網棚（くつ置き）

既存　作業台

既存　二槽シンク

既存　作業台

既存　一槽シンク

既存　包丁まな板殺菌庫

既存　洗米シンク

改修　スチームコンベクションオーブン

既存　電気式保管庫

入替　フライヤー

改修　ガス回転釜

既存　電気式保管庫

既存　二槽シンク

既存　作業台

既存　スノコ棚

既存　洗浄機

既存　水切台

既存　電気式保管庫

既存　牛乳保冷庫

既存　配膳棚

ＡＲＣＸ－２ＧＣ

ＡＲＣＸ－２ＧＣ

ＦＧＳＨＴ－６０－１ 土手内排水

土手内排水

土手内排水

総使用量
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0.08

19.8

21.8

21.8

調理設備器具明細表

ホーム

プラット

13 二槽シンク

ＤＧＫ－４５ＪＳＨ－Ｄ

ＤＧＫ－４５ＪＳＨ－Ｄ

入替　ガス回転釜

入替　ガス回転釜

1397

1397

995

995

1860

1860
780

780

41.9

41.9

機器入替え　満水量：１５０Ｌ　自動点火、立消安全装置付

機器入替え　満水量：１５０Ｌ　自動点火、立消安全装置付
130

130

100 －

175

175

入替　低輻射ガス立体炊飯器

入替　低輻射ガス立体炊飯器

147.2

２２改 修 　 給 食 調 理 室 平 面 詳 細 図 ・ 調 理 設 備 器 具 明 細 表

20 19 18 17 16

洗濯機パン新設

化粧珪酸カルシュウム板張り

既存自動手指

洗浄消毒器
既存自動手指

Ｈ２９．３

ＬＧＳ壁下地W65の上防水石膏ボードｧ9.5下地

ステンレス膳板L=830(片小口加工)新設

ライニング：W820×H1200新設

飯 田 川 小 学 校 大 規 模 改 修 工 事


